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質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

　
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
各
会

計
決
算
認
定
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
（
審
議
の
結
果
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　
ま
た
、
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

（
９
〜
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
期
間
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、

特
例
臨
時
接
種
の
実
施
期
間

が
令
和
６
年
３
月
ま
で
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
接
種

費
用
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

接
種
体
制
に
つ
い
て
、
集
団

接
種
は
、
は
り
ま
病
院
で
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
一
層
個
別
接
種

を
推
進
し
、
各
医
療
機
関
と

連
携
し
て
実
施
す
る
た
め
、

新
た
に
必
要
と
な
る
経
費
に

つ
い
て
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

９月
定例会コロナワクチン接コロナワクチン接 種期間の延長種期間の延長

9月5日～9月22日

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

　
　
修
理
費
用
を
増
額
補
正

　
令
和
３
年
度
か
ら
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
が
学
校
や

自
宅
で
使
用
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
、
当

初
見
込
み
よ
り
修
理
件
数
が

増
え
た
た
め
、
修
理
費
用
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

後
の
修
理
件
数
は
。

答
　
令
和
３
年
度
は
３
件
、

令
和
４
年
度
は
64
件
あ
っ
た
。

令
和
５
年
度
は
４
月
か
ら
７

月
ま
で
29
件
あ
り
、
年
間
で

115
件
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
修

理
内
容
と
、
小
・
中
学
校
の

割
合
は
。

答
　
主
な
修
理
内
容
と
し
て

は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
不
良
や

画
面
が
反
応
し
な
い
、
電
源

が
入
ら
な
い
な
ど
の
バ
ッ
テ

リ
ー
の
不
良
が
あ
っ
た
。
割

合
は
、
小
学
校
が
95
％
で
中

学
校
が
５
％
で
あ
る
。

保
育
施
設
な
ど
に

　
　
　
　
　
支
援
金
を
支
給

　
令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
、

兵
庫
県
が
実
施
す
る
「
保
育

教
育
環
境
向
上
な
ど
に
補
正
予
算

補正予算価
格
高
騰
給
付
金

　
　
　
不
足
分
を
増
額
補
正

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金

の
支
給
対
象
世
帯
で
あ
る
、

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯

を
３
５
０
０
世
帯
と
見
込
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
令

和
５
年
度
の
当
初
課
税
の
結

果
、
対
象
世
帯
が
約
４
０
０

０
世
帯
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、 

不
足
す
る
５
０
０
世
帯
分
の

給
付
金
に
つ
い
て
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

町
内
全
域
で

　
　
　
防
災
訓
練
な
ど
実
施

　
令
和
５
年
12
月
３
日
（
日

曜
日
）
の
午
前
９
時
に
予
定

し
て
い
る
防
災
訓
練
に
お
い

て
家
庭
内
備
蓄
な
ど
の
啓
発

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

６
年
２
月
に
実
施
予
定
で
あ

る
町
内
各
小
学
校
の
５
年
生

の
防
災
教
育
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
町
全
体
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
る
た
め
、
防
災

教
育
等
委
託
料
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

ご
厚
志
を
消
防
団
活
動
に

　
ハ
リ
マ
防
災
株
式
会
社
様

よ
り
、
消
防
団
活
動
へ
の
支

施
設
等
へ
の
一
時
支
援
金
事

業
」
に
よ
り
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
保
育
施

設
や
学
童
保
育
施
設
に
対
し
、

光
熱
水
費
や
食
糧
費
な
ど
の

価
格
上
昇
分
の
一
部
を
支
援

す
る
た
め
、
支
援
金
に
係
る

費
用
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
施
設
を
改
修

　
保
育
所
等
待
機
児
童
の
解

消
を
目
的
と
し
て
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
蓮
池
幼
稚
園
の

空
き
教
室
で
、
小
規
模
保
育

所
（
０
歳
か
ら
２
歳
児
、
定

員
18
名
）
事
業
を
実
施
す
る

た
め
、
施
設
の
一
部
を
改
修

す
る
た
め
の
費
用
を
増
額
補

正
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
の
ト
イ
レ

の
和
便
器
を
洋
便
器
に
取
り

換
え
る
た
め
、
工
事
費
用
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
費
と
し
て

　
　
　
　
　
　
寄
付
を
受
領

　
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化

に
伴
い
、
播
磨
町
学
校
給
食

会
よ
り
寄
付
を
受
け
ま
し
た
。

同
会
の
剰
余
金
を
、
播
磨
町

学
校
給
食
費
調
整
基
金
に
積

み
立
て
る
た
め
、
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

援
と
し
て
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
を
役

立
て
、
消
防
団
本
部
や
各
分

団
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ト

を
配
備
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
従
事
し
た
職
員

に
つ
い
て
、
当
該
職
員
に
対

す
る
感
染
リ
ス
ク
に
加
え
、

厳
し
い
勤
務
環
境
の
中
、
精

神
的
緊
張
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
防
疫
等
作
業
手

当
の
特
例
を
措
置
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
の
特
例
を
設
け
る

必
要
性
が
無
く
な
り
、
廃
止

し
ま
し
た
。

財
産
区
特
別
会
計
の
補
正

　
野
添
村
財
産
区
が
所
有
す

る
上
野
添
１
丁
目
の
土
地
を
、

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
た
た
め
、
歳
入
の
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

問
　
売
却
額
の
２
割
を
町
の

事
務
経
費
に
で
き
る
。
今
回

売
却
ま
で
に
多
大
な
事
務
を

要
し
て
い
る
が
、
当
該
経
費

が
無
い
理
由
は
。

答
　
墓
地
を
廃
止
し
更
地
に

す
る
た
め
に
、
財
産
区
と
し

て
売
却
収
入
以
上
の
必
要
経

費
を
要
し
た
た
め
で
あ
る
。

▲メンテナンスでタブレットがより使いやすく

▲おいしくなった備蓄食
　（兵庫県防災士会　東播エリア）

▼軽量コンパクトな担架とリアカー

　
都
市
基
盤
整
備
と
公
共
福

祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
48
年
４
月
に
、
兵
庫
県

町
土
地
開
発
公
社
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
土
地
の
処
分
が

全
て
終
了
し
、
整
備
が
一
段

落
し
ま
し
た
。
ま
た
、
低
金

利
が
続
く
社
会
情
勢
か
ら
、

同
公
社
を
活
用
し
た
用
地
の

先
行
取
得
の
必
要
性
が
低
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
２
月
、
同
公
社
理

事
会
で
、
解
散
が
決
ま
り
ま

し
た
。

問
　
解
散
に
当
た
り
、
出
資

金
が
返
還
さ
れ
る
。
返
還
金

は
出
資
の
目
的
に
沿
っ
た
使

用
方
法
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

答
　
出
資
金
に
加
え
剰
余
金

も
あ
る
。
返
還
後
は
、
公
社

の
目
的
で
も
あ
る
土
地
の
購

入
や
造
成
費
用
に
充
て
て
い

き
た
い
。 土

地
開
発
公
社

　
　
　
　
解
散

その他

防
疫
等
作
業
手
当
の

　
　
　
特
例
を
廃
止

条  例
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疑

質
　
疑

質
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和
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を
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ペ
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ま
た
、
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の
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が
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、
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。
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９
〜
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６
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３
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。
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３
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ト

を
配
備
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
従
事
し
た
職
員

に
つ
い
て
、
当
該
職
員
に
対

す
る
感
染
リ
ス
ク
に
加
え
、

厳
し
い
勤
務
環
境
の
中
、
精

神
的
緊
張
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
防
疫
等
作
業
手

当
の
特
例
を
措
置
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
こ
の
特
例
を
設
け
る

必
要
性
が
無
く
な
り
、
廃
止

し
ま
し
た
。

財
産
区
特
別
会
計
の
補
正

　
野
添
村
財
産
区
が
所
有
す

る
上
野
添
１
丁
目
の
土
地
を
、

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
た
た
め
、
歳
入
の
増
額
補

正
を
行
い
ま
し
た
。

問
　
売
却
額
の
２
割
を
町
の

事
務
経
費
に
で
き
る
。
今
回

売
却
ま
で
に
多
大
な
事
務
を

要
し
て
い
る
が
、
当
該
経
費

が
無
い
理
由
は
。

答
　
墓
地
を
廃
止
し
更
地
に

す
る
た
め
に
、
財
産
区
と
し

て
売
却
収
入
以
上
の
必
要
経

費
を
要
し
た
た
め
で
あ
る
。

▲メンテナンスでタブレットがより使いやすく

▲おいしくなった備蓄食
　（兵庫県防災士会　東播エリア）

▼軽量コンパクトな担架とリアカー

　
都
市
基
盤
整
備
と
公
共
福

祉
の
増
進
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
48
年
４
月
に
、
兵
庫
県

町
土
地
開
発
公
社
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
土
地
の
処
分
が

全
て
終
了
し
、
整
備
が
一
段

落
し
ま
し
た
。
ま
た
、
低
金

利
が
続
く
社
会
情
勢
か
ら
、

同
公
社
を
活
用
し
た
用
地
の

先
行
取
得
の
必
要
性
が
低
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
２
月
、
同
公
社
理

事
会
で
、
解
散
が
決
ま
り
ま

し
た
。

問
　
解
散
に
当
た
り
、
出
資

金
が
返
還
さ
れ
る
。
返
還
金

は
出
資
の
目
的
に
沿
っ
た
使

用
方
法
と
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

答
　
出
資
金
に
加
え
剰
余
金

も
あ
る
。
返
還
後
は
、
公
社

の
目
的
で
も
あ
る
土
地
の
購

入
や
造
成
費
用
に
充
て
て
い

き
た
い
。 土

地
開
発
公
社

　
　
　
　
解
散

その他

防
疫
等
作
業
手
当
の

　
　
　
特
例
を
廃
止

条  例
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令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
15

日
・
19
日
・
20
日
の
３
日
間
で
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
な

ど
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
を
認
定
し
、
利
益
の
処
分

を
可
決
し
ま
し
た
。
（
質
疑
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

令和4年度
決算特別
委員会

　令和4年度の一般会計と特別会計の合計決算額
は、歳入が前年度より8.8%減の224億2187万
円、歳出が8.7%減の202億541万円です。
　一般会計の歳入は前年度より12.9%減の141億
5579万円となっており、主な要因としては、町
税などは増加したが、子育て世帯臨時特例給付金
を実施した令和3年度と比べて国庫支出金が減少
したことや、2市2町広域ごみ処理施設建設費負担
債が減少したことなどによるものです。
　一般会計の歳出は前年度より12.4%減の133億
2844万円となっており、主な要因は、廃棄物中
継施設整備などの衛生費が減少したためです。
　財政力指数（1に近いほど財源に余裕があると
されます）は前年度より0.015ポイント減の
0.837（過去3か年平均）です。

　経常収支比率（人件費や公債費など経常的な支
出に対する、町税などの経常的収入の割合を示し
比率が高いほど財政の硬直化が進んでいます）は
前年度より6.6ポイント増の93.3%です。
　令和4年度の一般会計の町債発行額は前年度よ
り54.3%減の9億7411万円で、令和4年度末残高
は前年度より0.5%増え116億8903万円となって
います。
　一般会計と特別会計で16の基金を設けており、
令和4年度末残高は79億7235万円で前年度より
3.2%減少しています。主なものは、財政調整基
金の38億3490万円（対前年度1.0%増）公共施設
整備基金の10億7766万円（対前年度11.4%減）
国民健康保険事業財政調整基金10億8568万円
（対前年度5.1%減）です。
 

私たちの税金はここに使われた

一
般
会
計
と
は

　一
般
会
計
は
、
行
政
の
基
本
的
な
経
費
（
福
祉
・
教
育
・
土
木
な
ど
）

に
要
す
る
経
費
を
町
税
な
ど
、
主
な
財
源
と
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計
と
は

　事
業
目
的
を
限
定
し
、
特
定
の
歳
入
歳
出
で
経
理
す
る
会
計
で
す
。

９月５日
本会議で審議開始
→提案説明・質疑
→決算特別委員会を設置

決算審議（審査）の流れ

９月15日
　　19日
　　20日
決算特別委員会で審査開始
→所管課別 補足説明・質疑
→討論・採決

９月２２日
本会議で審議
→委員長報告
→会計ごとに討論・採決

収益的収支：経営活動の収益とこれに対する費用
資本的収支：将来のサービスの安定を図るための建設投資、それに要する資金の収受

一般会計および各特別会計決算額

公営企業会計決算額

会　計　等　区　分 歳入総額
141億5579万円

36億6781万円

12億7640万円

28億  158万円

5億2027万円

224億2187万円

6億6523万円

4億7556万円

9億6236万円

4億3192万円

25億3507万円

249億5694万円

5億4726万円

5億4663万円

8億4259万円

7億5596万円

26億9244万円

228億9785万円

133億2844万円

36億3689万円

2110万円

27億1401万円

5億  496万円

202億  541万円

一般会計
　　　国民健康保険事業
　　　財産区
　　　介護保険事業
　　　後期高齢者医療事業

合　　計

一般･特別会計の計

下 水 道
事業会計

歳出総額

会　計　等　区　分

公営企業会計の計

歳入総額 歳出総額
水　　道
事業会計

収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）
収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）

特
別
会
計

※千円以下は切り捨てしているため、合計が合わない場合があります。 ※自主財源：町が自らの権限に基づき自主的に徴収できる財源。
　依存財源：国または県から定められた額を交付、割り当てられる
　　　　　　財源。

歳　出 歳　入

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

土木費

消防費

その他

総額

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

土木費

消防費

その他

総額

50億1561万円

27億3822万円

11億9892万円

17億   232万円

9億5421万円

9億1262万円

4億9292万円

3億1360万円

133億2844万円

50億1561万円

27億3822万円

11億9892万円

17億   232万円

9億5421万円

9億1262万円

4億9292万円

3億1360万円

133億2844万円

歳出 133億2844万円

一般会計
歳入 141億5579万円

令和４年度決算

2億1407万円

1億1473万円

14億1215万円

3174万円

410万円

4188万円

1629万円

5954万円

18億9452万円

2億1407万円

1億1473万円

14億1215万円

3174万円

410万円

4188万円

1629万円

5954万円

18億9452万円

前年度比較

町税

繰越金

繰入金

諸収入など

国庫支出金

町債

地方交付税

県支出金

その他

総額

町税

繰越金

繰入金

諸収入など

国庫支出金

町債

地方交付税

県支出金

その他

総額

56億8724万円

2億2563万円

11億4058万円

3億4655万円

26億9715万円

9億7411万円

10億2351万円

9億6025万円

11億74万円

141億5579万円

56億8724万円

2億2563万円

11億4058万円

3億4655万円

26億9715万円

9億7411万円

10億2351万円

9億6025万円

11億74万円

141億5579万円

令和４年度決算

１億      25万円

5億2200万円

8億5650万円

2億      80万円

10億   136万円

11億5857万円

1億3070万円

693万円

2920万円

20億9280万円

１億      25万円

5億2200万円

8億5650万円

2億      80万円

10億   136万円

11億5857万円

1億3070万円

693万円

2920万円

20億9280万円

前年度比較

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

一般会計

増加 減少 増加 減少
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令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
15

日
・
19
日
・
20
日
の
３
日
間
で
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
な

ど
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
決
算
を
認
定
し
、
利
益
の
処
分

を
可
決
し
ま
し
た
。
（
質
疑
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

令和4年度
決算特別
委員会

　令和4年度の一般会計と特別会計の合計決算額
は、歳入が前年度より8.8%減の224億2187万
円、歳出が8.7%減の202億541万円です。
　一般会計の歳入は前年度より12.9%減の141億
5579万円となっており、主な要因としては、町
税などは増加したが、子育て世帯臨時特例給付金
を実施した令和3年度と比べて国庫支出金が減少
したことや、2市2町広域ごみ処理施設建設費負担
債が減少したことなどによるものです。
　一般会計の歳出は前年度より12.4%減の133億
2844万円となっており、主な要因は、廃棄物中
継施設整備などの衛生費が減少したためです。
　財政力指数（1に近いほど財源に余裕があると
されます）は前年度より0.015ポイント減の
0.837（過去3か年平均）です。

　経常収支比率（人件費や公債費など経常的な支
出に対する、町税などの経常的収入の割合を示し
比率が高いほど財政の硬直化が進んでいます）は
前年度より6.6ポイント増の93.3%です。
　令和4年度の一般会計の町債発行額は前年度よ
り54.3%減の9億7411万円で、令和4年度末残高
は前年度より0.5%増え116億8903万円となって
います。
　一般会計と特別会計で16の基金を設けており、
令和4年度末残高は79億7235万円で前年度より
3.2%減少しています。主なものは、財政調整基
金の38億3490万円（対前年度1.0%増）公共施設
整備基金の10億7766万円（対前年度11.4%減）
国民健康保険事業財政調整基金10億8568万円
（対前年度5.1%減）です。
 

私たちの税金はここに使われた

一
般
会
計
と
は

　一
般
会
計
は
、
行
政
の
基
本
的
な
経
費
（
福
祉
・
教
育
・
土
木
な
ど
）

に
要
す
る
経
費
を
町
税
な
ど
、
主
な
財
源
と
し
て
経
理
す
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計
と
は

　事
業
目
的
を
限
定
し
、
特
定
の
歳
入
歳
出
で
経
理
す
る
会
計
で
す
。

９月５日
本会議で審議開始
→提案説明・質疑
→決算特別委員会を設置

決算審議（審査）の流れ

９月15日
　　19日
　　20日
決算特別委員会で審査開始
→所管課別 補足説明・質疑
→討論・採決

９月２２日
本会議で審議
→委員長報告
→会計ごとに討論・採決

収益的収支：経営活動の収益とこれに対する費用
資本的収支：将来のサービスの安定を図るための建設投資、それに要する資金の収受

一般会計および各特別会計決算額

公営企業会計決算額

会　計　等　区　分 歳入総額
141億5579万円

36億6781万円

12億7640万円

28億  158万円

5億2027万円

224億2187万円

6億6523万円

4億7556万円

9億6236万円

4億3192万円

25億3507万円

249億5694万円

5億4726万円

5億4663万円

8億4259万円

7億5596万円

26億9244万円

228億9785万円

133億2844万円

36億3689万円

2110万円

27億1401万円

5億  496万円

202億  541万円

一般会計
　　　国民健康保険事業
　　　財産区
　　　介護保険事業
　　　後期高齢者医療事業

合　　計

一般･特別会計の計

下 水 道
事業会計

歳出総額

会　計　等　区　分

公営企業会計の計

歳入総額 歳出総額
水　　道
事業会計

収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）
収益的収支（税込み）
資本的収支（税込み）

特
別
会
計

※千円以下は切り捨てしているため、合計が合わない場合があります。 ※自主財源：町が自らの権限に基づき自主的に徴収できる財源。
　依存財源：国または県から定められた額を交付、割り当てられる
　　　　　　財源。

歳　出 歳　入

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

土木費

消防費

その他

総額

民生費

教育費

衛生費

総務費

公債費

土木費

消防費

その他

総額

50億1561万円

27億3822万円

11億9892万円

17億   232万円

9億5421万円

9億1262万円

4億9292万円

3億1360万円

133億2844万円

50億1561万円

27億3822万円

11億9892万円

17億   232万円

9億5421万円

9億1262万円

4億9292万円

3億1360万円

133億2844万円

歳出 133億2844万円

一般会計
歳入 141億5579万円

令和４年度決算

2億1407万円

1億1473万円

14億1215万円

3174万円

410万円

4188万円

1629万円

5954万円

18億9452万円

2億1407万円

1億1473万円

14億1215万円

3174万円

410万円

4188万円

1629万円

5954万円

18億9452万円

前年度比較

町税

繰越金

繰入金

諸収入など

国庫支出金

町債

地方交付税

県支出金

その他

総額

町税

繰越金

繰入金

諸収入など

国庫支出金

町債

地方交付税

県支出金

その他

総額

56億8724万円

2億2563万円

11億4058万円

3億4655万円

26億9715万円

9億7411万円

10億2351万円

9億6025万円

11億74万円

141億5579万円

56億8724万円

2億2563万円

11億4058万円

3億4655万円

26億9715万円

9億7411万円

10億2351万円

9億6025万円

11億74万円

141億5579万円

令和４年度決算

１億      25万円

5億2200万円

8億5650万円

2億      80万円

10億   136万円

11億5857万円

1億3070万円

693万円

2920万円

20億9280万円

１億      25万円

5億2200万円

8億5650万円

2億      80万円

10億   136万円

11億5857万円

1億3070万円

693万円

2920万円

20億9280万円

前年度比較

自
主
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

依
存
財
源

一般会計

増加 減少 増加 減少
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▲蛍育成水路としてのビオトープ（野添北公園内）

決算特別委員会

▲研修を重ねる民生・児童委員の皆さん▲校庭の快適な使用環境を▲減りつつあるホース格納箱

巡回補導は長期休暇など
の子どもが外出しやすいタイ
ミングを中心に行っているの
か。

基本的には月に１度行っ
ているが、体育大会や卒業式
などの学校行事の際も巡回し
ている。

Q

A

蛍の育成を継続している
が、発生数も伸びず数年が経
過している。管理委託料を支
出し事業を実施する目的は。

地域住民に環境学習の場
を提供するために平成23年
から実施しており、蛍育成水
路の清掃などを行っている。

Q

A

学用品・給食などの費用
について、家庭の実情に応じ
て援助する制度就学援助制度
の認定基準は。

所得額が認定基準額以下
の世帯が対象である。特別な
事情（失業中・被災など）が
あれば、審査のうえ認定する
場合もある。

Q

A

学童保育で待機児童が発
生していると思われるが、状況
は。

学校によりばらつきはあ
るが、定員を超えて弾力運用
を行っている。増設も含めて
今後の対応を協議している。

Q

A

消火栓の数は年々増えて
いるが、ホース格納箱は減っ
ている。この点について、町
の見解は。

消防車が入りやすい場所
で、交通上・防犯上懸念があ
るところは格納箱の撤去・移
設はやむを得ないと考える。

Q

A

公園は憩いの場であり、
きれいで今の時代に合ったト
イレに改修する必要がある。
整備に向けた検討は。

トイレ改修は多額の費用
がかかる。公園施設長寿命化
計画で盛り込めるか検討中で
あり、利用形態に合った整備
を考えたい。

Q

A

住宅の安全のために、昭
和56年以前着工の建物に耐
震化を推進しているが、更に
推し進める手立ては。

住宅の所有者の判断で、
改修や耐震診断を受けていた
だくことになるが、町として
も補助制度を継続したい。

Q

A

成り手を確保する対策が
急がれるが、過剰な負荷がか
からないように活動を整理し
縮小を図るなど、見解は。

活動内容や会議の統合化
など、民生委員児童委員協議
会と今後も協議しながら、負
担の軽減を図りたい。

Q

A

禁煙治療費の助成件数が
減っているが、健康寿命の延
伸のために、禁煙などの啓発
を更に進めるべきでは。

治療薬の関係で助成件数
が一時的に減っていたが、受
動喫煙防止のためにも、積極
的に進めていきたい。

Q

A

町公式ホームページのア
クセス数や流入経路などの解
析は誰が年に何回くらい行っ
ているのか。

職員が少なくとも年に１
回は行っており、大きな動き
があった場合には、解析する
ことがある。

Q

A

学校開放委託料と使用料
の収支で１００万円以上の余
剰がある。グラウンドや体育
館の使用環境の向上に使うべ
きでは。

学校開放をより活性化し
ていく流れもある。歳入の余
剰分をそういったところに充
てていくことも検討したい。

Q

A

新規就農者の確保に有効
な施策と考えるが、補助要件
や、何人に支給しているのか
説明を。

青年等就農計画書の認定
を受けた方などを対象に５年
間支給する。現在の対象者は
２名である。

Q

A

学童保育の
待機児童は

住宅耐震の
更なる促進を

グラウンド
使用環境の向上は

町内巡回補導の
現状は

民生委員児童委員
の負担軽減は

禁煙の
まちづくりを

就学援助制度の
認定基準は

消火栓とホース
格納箱の数の乖離は

かい  り

野添北公園
ビオトープの目的は

新規就農者確保
事業費補助金は

ホームページの
解析は

公園トイレの
改修は

令和4年度の各事業の執行が、適切妥当であったのかを慎重に審査するため、同審査を
決算特別委員会に付託し、３日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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議案の審議結果議案の審議結果【９月定例会】【９月定例会】

全  員  賛  成 で可決・認定した議案で可決・認定した議案
　　　　議　案 議決日

町 

長 

提 

出

条　例

監査委員条例の一部を改正する条例制定 9/22

町長等の損害賠償責任の上限を定める条例の一部を改正する条例制定 9/22

職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正する条例制定 9/5

印鑑条例及び手数料条例の一部を改正する条例制定 9/5

令和5年度
予　算

一般会計補正予算（第3号） 9/5
国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 9/5
財産区特別会計補正予算（第1号） 9/5

介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 9/5

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号） 9/5

下水道事業会計補正予算（第1号） 9/5

一般会計補正予算（第4号） 9/22

令和4年度
決　算

一般会計歳入歳出決算 9/22
国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 9/22
財産区特別会計歳入歳出決算 9/22
介護保険事業特別会計歳入歳出決算 9/22
後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算 9/22
水道事業会計利益の処分及び決算 9/22
下水道事業会計利益の処分及び決算 9/22

その他 兵庫県町土地開発公社の解散の件 9/5

令和４年度　政務活動費の決算報告

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額
返還額 主な支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵、大瀧金三 240,000 0 60,550 0 18,062 78,612 161,388 研修受講（８月）
書籍購入

新 政 会 奥田俊則、神吉史久、
　河野照代、藤田博 480,000 0 0 0 35,052 35,052 444,948 書籍購入

政 風 会 藤原秀策、岡田千賀子 240,000 0 58,710 0 179,293 238,003 1,997 研修会参加（７月）
書籍購入

日本共産党 野北知見、松岡光子 240,000 0 112,600 0 55,647 168,247 71,753 研修会参加（７月）
書籍購入

無 所 属 大北良子 120,000 0 68,460 0 62,682 131,142 0 研修会参加（７月）
書籍購入

無 所 属 香田永明 120,000 0 0 0 0 0 120,000

無 所 属 松下嘉城 120,000 0 0 0 2,750 2,750 117,250 書籍購入

無 所 属 宮宅 良 120,000 0 15,385 0 84,623 100,008 19,992 研修受講（７,１０月）
書籍購入

＝代表者　※令和４年度中の議員（代表者を含む）を表記しています。　※無所属議員も交付対象です。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員が構成する会派に対し、半期ごとに所属議員1人当たり月額1万円が交付され、その使
途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限られています。収支報告
書への領収書の添付も義務付けられています。令和４年度は168万円交付し、93万7328円の返還がありました。

（単位：円）会派別の使途など
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質問者 質　　問　　事　　項

1 チーム新星
細田　武男

（１）歩道・路側帯の幅・勾配等は
（２）自治会活動の限界は
（３）サテライト・居場所づくりは

2 チーム新星
神吉　史久

（１）部活動の地域移行は
（２）避難しやすい環境整備は

3 公明党
木村　晴恵

（１）ため池や雨水幹線による水災害の軽減は
（２）献血の啓発を

4 政風会
岡田 千賀子

（１）気候変動と熱中症対策は
（２）地域の住環境を守るための対策は

5 無所属
浅原　俊也

（１）公有財産の管理等は
（２）熱中症対策は

6 無所属
竹内　基就

（１）花火大会の実施可能性は
（２）プロ野球等を活用した町の広報は
（３）イベント開催等における警備体制強化及び防犯対策は
（４）福島県などに対する町としての風評被害対策は

7 播磨町民の会
板谷　良祐

（１）第２期播磨町まち・ひと・しごと創生総合戦略の実効性を
（２）地元就職促進及びＵターン就職応援を
（３）入札制度は

8 公明党
大瀧　金三

（１）学校施設の防災機能強化を
（２）認知症高齢者やその家族の支援は
（３）ウォーターフロント開発事業は
（４）住民からの情報収集システムを

ここを　  うここを　  う問問町政

９月１２日、１３日の２日間、８人の議員が一般質問を
行い、町政全般にわたり町当局の考えをただしました。

一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その
執行状況または将来の方針に対する質疑、政策
的提言などを執行機関に行うものです。▲録画配信



10議会だより No.261

一
般

質

問

町　長

教育次長

▲外部指導者の指導を受けるソフトテニス部

問　
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
を

標
榜
す
る
播
磨
町
の
部
活
動

地
域
移
行
に
お
い
て
、
経
済

的
負
担
の
増
加
に
よ
り
、
参

加
で
き
な
い
子
ど
も
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
地
域
移
行

後
の
受
益
者
負
担
の
考
え
は
。

答　
地
域
移
行
に
よ
り
、
部

活
動
の
形
態
が
学
校
教
育
か

ら
社
会
教
育
へ
転
換
す
る
。

社
会
教
育
の
費
用
は
原
則
受

益
者
負
担
と
考
え
る
が
、
移

行
期
間
の
令
和
10
年
度
ま
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
は

り
ま
の
入
会
金
・
年
会
費
を

全
額
免
除
し
、
各
ク
ラ
ブ
の

会
費
は
極
力
低
く
設
定
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問　
地
域
移
行
の
完
了
後
も
、

播
磨
町
が
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
守
る
た
め
の
予
算
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
移
行
完
了
後
も
、
何
ら

か
の
形
で
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
開
始
時
間
が
遅
く
な
る

と
、
放
課
後
改
め
て
出
か
け

る
必
要
や
、
他
の
活
動
と
の

兼
ね
合
い
な
ど
も
懸
念
さ
れ

る
。
活
動
時
間
の
考
え
は
。

答　
他
の
習
い
事
な
ど
と
の

兼
ね
合
い
の
他
、
自
転
車
置

き
場
の
確
保
な
ど
も
課
題
と

な
る
。
今
後
の
検
討
事
項
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

問　

自
主
避
難
所
開
設
時

に
、
食
事
や
寝
具
な
ど
各
自

で
の
準
備
を
求
め
て
い
る
。

必
要
に
応
じ
て
災
害
備
蓄
な

ど
を
活
用
し
、
避
難
し
や
す

い
対
応
を
行
え
な
い
か
。

答　
地
域
防
災
計
画
で
、
自

主
避
難
所
で
は
、
飲
料
水
・

生
活
必
需
品
な
ど
は
供
与
せ

ず
、
避
難
者
が
準
備
し
持
参

す
る
と
定
め
て
い
る
。

神
か ん  き

吉  史
ふみ

久
ひさ

チーム新星

何らかの形で対応は必要

活動を守るための予算は

▲勾配が連続する歩道

問　
以
前
の
基
準
で
施
工
さ

れ
た
歩
道
で
は
、
高
齢
者
や

視
覚
障
が
い
者
、
車
い
す
使

用
者
な
ど
全
て
の
歩
行
者
に

と
っ
て
安
全
で
円
滑
な
移
動

が
可
能
と
は
言
い
難
い
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

答　
重
点
整
備
地
区
か
ら
改

修
し
て
い
る
が
、
工
事
費
が

高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
以
外
の
場
所
で
は
段
差
解

消
な
ど
、
可
能
な
限
り
歩
行

者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行

の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

問　
自
分
の
地
区
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
遠
く
、
年
齢

と
と
も
に
そ
の
距
離
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
住
民
が
あ
ち

こ
ち
に
お
ら
れ
る
。
今
後
増

え
て
い
く
こ
の
問
題
の
判
断

を
各
自
治
会
に
の
み
任
せ
る

に
は
無
理
が
出
て
く
る
が
、

町
の
考
え
は
。

答　
自
治
会
区
域
を
超
え
た

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
ご

み
出
し
に
つ
い
て
は
、
双
方

の
自
治
会
で
協
議
し
て
い
た

だ
き
、
地
域
で
よ
り
良
い
利

用
方
法
に
つ
い
て
ご
検
討
い

た
だ
い
て
い
る
。
自
治
会
間

で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
関
係
課
と
の
調
整
を
図

り
、
コ
ミ
セ
ン
区
や
全
自
治

会
長
の
会
合
の
場
な
ど
で
行

政
側
か
ら
発
信
し
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

▼�

歩
道
の
目
の
粗
い
グ
レ
ー

チ
ン
グ
は

▼�

サ
テ
ラ
イ
ト
・
居
場
所
づ

く
り
は

▼�

買
い
物
・
通
院
な
ど
住
民

の
移
動
手
段
は

順次改修していく
細
ほそ

田
だ

  武
たけ

男
お

チーム新星歩道の幅・勾配などは

町
長

相
談
し
や
す
い

環
境
を
調
整
す
る

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

町
長

物
資
は
避
難
者
が

準
備
し
持
参
を

自
主
避
難
所
で
の
物
資
提
供
は

自
主
避
難
所
で
の
物
資
提
供
は
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一
般

質

問

町　長

町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

関係機関と連携し推進する

問　
教
育
現
場
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
対
策
は
。

答　

｢

熱
中
症
事
故
防
止
の

た
め
の
対
応
等
に
つ
い
て｣

に
則
り
、
体
育
の
授
業
や
部

活
動
、
自
然
学
校
で
は
、
暑

さ
指
数
計
を
複
数
の
教
員
な

ど
で
確
認
し
て
い
る
。全
小・

中
学
校
に
配
備
し
て
い
る
ミ

ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
も
積
極
的
に

活
用
し
て
い
る
。

問　
運
動
会
や
体
育
大
会
で

の
熱
中
症
対
策
は
。

答　
児
童
生
徒
用
テ
ン
ト
の

設
置
を
考
え
て
い
る
。

問　
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
飲

み
干
し
た
水
筒
に
冷
水
を
補

充
で
き
る
給
水
器
の
設
置
を

望
む
声
を
聴
く
が
対
応
は
。

答　
現
状
で
は
、
職
員
室
で

お
茶
な
ど
の
補
充
を
行
っ
て

い
る
が
、
給
水
器
の
設
置
に

向
け
検
討
を
進
め
る
。

問　
夏
季
の
学
童
保
育
に
お

け
る
熱
中
症
対
策
は
。

答　
環
境
省｢

熱
中
症
予
防

情
報
サ
イ
ト｣

の
明
石
地
点

で
の
暑
さ
指
数
を
基
準
に
、

朝
７
時
で
33
以
上
の
場
合
、

臨
時
休
業
と
し
て
保
護
者
に

連
絡
用
メ
ー
ル
な
ど
で
通
知

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　
夏
休
み
な
ど
に
安
全
な

環
境
の
中
で
学
べ
る
行
事
な

ど
の
情
報
提
供
は
。

答　
各
コ
ミ
セ
ン
行
事
や
学

習
教
室
な
ど
は
、
毎
月
発
行

さ
れ
る
コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
試
行
的
に
関
係
各
課
で

連
携
し
、
各
施
設
に
お
け
る

行
事
予
定
を
集
約
し
た
一
覧

表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
学
校
園
に
配
布
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

▼�

気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み

は
▼
ご
み
屋
敷
対
策
を

▼
た
め
池
の
有
効
活
用
は

政風会

岡
おか

田
だ

  千
ち

賀
か

子
こ

暑さ指数を基準に対応する

熱中症予防対策は

▲「献血」のご協力を

問　
献
血
可
能
前
の
中
学
生

に
、
献
血
の
意
義
や
理
解
を

深
め
る
啓
発
の
取
り
組
み
推

進
は
。

答　
現
在
の
中
学
校
学
習
指

導
要
領
で
は
、
献
血
は
対
象

外
で
あ
る
が
、
意
義
・
現
状

な
ど
を
学
習
す
る
こ
と
は
有

益
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
も

連
携
し
、
普
及
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
啓
発

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

的
に
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、

広
く
町
内
全
域
で
の
啓
発
に

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
も
「
献
血
推
進
計

画
」を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
「
献
血
推
進
計
画
」
の

策
定
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

年
に
３
回
役
場
で
献
血
を

行
っ
た
り
、
広
報
活
動
や
担

当
者
の
研
修
派
遣
な
ど
、
献

血
の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
も
広
く
住
民

に
対
し
協
力
を
呼
び
掛
け
る
。

問　
献
血
の
大
切
さ
は
、
今

後
社
会
的
な
大
き
な
課
題
に

も
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ

の
重
大
性
に
つ
い
て
、
町
と

し
て
何
か
の
イ
ベ
ン
ト
の
時

に
献
血
車
に
来
て
も
ら
う
な

り
、
講
演
や
研
修
を
入
れ
る

な
ど
の
考
え
は
。

答　

献
血
事
業
に
つ
い
て

は
、
日
本
赤
十
字
社
や
兵
庫

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と

協
力
し
て
進
め
て
い
る
。
ご

提
言
も
い
た
だ
い
た
の
で
、

今
後
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

日
本
赤
十
字
社
な
ど
と
も
連

携
し
て
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
時

に
啓
発
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

▼�

た
め
池
や
雨
水
幹
線
に
よ

る
水
災
害
の
軽
減
は

木
き

村
むら

  晴
はる

恵
え

公明党献血の重要性�広く啓発を

▲熱中症対策用のテントでひとやすみ
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一
般

質

問

町　長

町　長

▲夜空を彩る花火

▲雑草が生い茂った喜瀬川

問　

令
和
５
年
９
月
に
野
添

コ
ミ
セ
ン
区
が
主
体
と
な
り
、

蓮
池
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
全
国
の
花
火
大
会
の
経
済

効
果
は
２
兆
円
を
超
え
、
今

後
、
よ
り
大
規
模
な
花
火
大

会
を
実
施
す
れ
ば
、
周
辺
自

治
体
か
ら
の
観
光
客
や
経
済

的
な
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答　

集
客
は
見
込
ま
れ
る

が
、
警
備
の
難
し
さ
も
あ
り

安
全
性
を
第
一
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
賑
わ
い
づ
く
り

や
経
済
効
果
を
狙
う
に
は
有

益
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は
野
添
コ
ミ
セ

ン
以
外
で
も
実
施
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
と

し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
。

問　

特
殊
詐
欺
が
全
国
で
増

加
し
て
お
り
、
令
和
４
年
の

被
害
額
は
８
年
ぶ
り
に
増
加

し
た
。
東
播
地
域
で
の
被
害

額
も
２
億
５
千
万
円
を
超
え

て
い
る
。
ま
た
、
闇
バ
イ
ト

と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
実
行

犯
を
募
る
構
図
も
明
る
み
に

な
っ
て
き
た
。
今
後
よ
り
一

層
の
啓
発
が
重
要
と
思
わ
れ

る
が
、町
と
し
て
の
対
策
は
。

答　

高
齢
者
団
体
や
防
犯
協

会
に
対
し
、
特
殊
詐
欺
に
関

す
る
講
話
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。「
は
り
ま
春
風
フ
ェ

ス
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
も
加
古
川
警
察
署
な
ど
と

連
携
し
、
啓
発
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す
る
防
犯
は
学

校
の
中
で
も
啓
発
し
、
保
護

者
・
教
職
員
に
対
す
る
講
習

会
を
開
い
て
お
り
、
年
代
に

応
じ
た
研
修
を
講
じ
て
い
る
。

無所属

竹
たけ

内
うち

  基
もと

就
なり

経済効果を狙うには有益である

花火大会について見解は

問　
特
定
外
来
生
物
ナ
ガ
エ

ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
発
生
し
、

そ
の
繁
殖
拡
大
防
止
の
た
め

草
刈
り
が
実
施
さ
れ
ず
、
葦

な
ど
多
く
の
雑
草
が
繁
茂
し

樹
木
が
成
長
し
て
い
る
。

　
増
水
す
れ
ば
、
氾
濫
に
つ

な
が
る
危
険
性
や
、
ポ
イ
捨

て
の
増
加
、
枯
れ
た
草
に
よ

る
火
災
が
危
惧
さ
れ
る
。
い

つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
。

答　
２
年
間
除
草
を
見
送
っ

て
き
た
範
囲
に
つ
い
て
県
と

の
協
議
が
整
い
、
令
和
５
年

10
月
中
旬
以
降
に
除
草
作
業

を
実
施
す
る
。
令
和
６
年
度

か
ら
は
、
従
来
と
同
様
の
除

草
作
業
を
実
施
し
た
い
。

問　
水
路
・
里
道
に
つ
い
て
、

適
切
な
管
理
の
必
要
が
あ
る

が
、
自
治
会
な
ど
か
ら
の
要

望
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答　
職
員
が
現
地
を
確
認
し
、

道
路
や
交
通
の
状
況
か
ら
総

合
的
に
判
断
し
、
転
落
防
止

柵
の
設
置
や
水
路
へ
の
蓋
掛

け
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

問　
熱
中
症
対
策
と
し
て
普

段
の
学
校
で
の
使
用
に
加
え
、

避
難
所
と
な
る
場
合
に
備

え
、
学
校
体
育
館
・
武
道
場

に
エ
ア
コ
ン
の
早
期
整
備
を
。

答　
全
て
の
小
・
中
学
校
の

体
育
館
に
空
調
設
備
を
整
備

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
武

道
場
は
今
後
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
公
有
財
産
の
管
理
な
ど
は

・
た
め
池
は

・
交
番
は

▼
住
民
へ
の
熱
中
症
対
策
は

10月中旬以降に実施
浅
あさ

原
はら

  俊
とし

也
や

無所属喜瀬川の除草などの目処は

町
長

現
地
確
認
し

対
策
を
講
じ
る

水
路
・
里
道
の
適
切
な
管
理
を

水
路
・
里
道
の
適
切
な
管
理
を

町
長

警
察
と
連
携
し

啓
発
を
行
う

防
犯
対
策
は

防
犯
対
策
は

町
長

整
備
に
向
け
て

検
討
中
で
あ
る

体
育
館
・
武
道
場
に
エ
ア
コ
ン
を

体
育
館
・
武
道
場
に
エ
ア
コ
ン
を
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一
般

質

問

町　長

町　長

ここを　  うここを　  う問問町政

▲学校体育館にエアコン設置の計画が進む

問　

年
々
猛
暑
化
し
て
い
る

中
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
中
症

対
策
や
避
難
所
と
し
て
の
面

か
ら
小
・
中
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
早
期
設
置
を
。

答　

熱
中
症
対
策
や
適
切
な

避
難
所
運
営
を
図
る
た
め
、

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

問　

避
難
所
と
な
る
学
校
体

育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ

レ
の
整
備
状
況
は
。

答　

小
・
中
学
校
６
校
の
う

ち
、４
校
は
整
備
し
て
い
る
。

残
り
２
校
は
、
大
規
模
改
修

工
事
の
際
に
整
備
す
る
。

問　

認
知
症
の
人
が
日
常
生

活
で
偶
発
的
な
事
故
に
よ
り
、

他
人
を
負
傷
さ
せ
た
り
破
損

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
に
、

そ
の
賠
償
金
を
保
険
で
補
償

す
る
支
援
制
度
の
導
入
を
。

答　

本
人
や
家
族
が
法
律
上

の
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
、

賠
償
金
を
補
償
す
る
個
人
賠

償
責
任
保
険
の
掛
け
金
を
町

が
全
額
負
担
す
る
事
業
を
令

和
７
年
度
に
実
施
す
る
。

問　

住
民
が
道
路
の
破
損
箇

所
や
公
園
遊
具
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
不
具
合
な
ど
を
見
つ

け
た
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
通
報

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

答　

町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

機
能
の
拡
充
を
予
定
し
て
お

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
通
報

で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

　
開
発
事
業
は

大
おお

瀧
たき

  金
きん

三
ぞう

公明党

全てに設置する予定

学校体育館にエアコン設置を

問　

第
２
期
播
磨
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
Ｋ
Ｇ
Ｉ
・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
目
標

数
値
達
成
に
向
け
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
る

こ
と
は
最
重
要
事
項
で
あ
る
。

　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
と
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
の
実
施
状
況
が
分
か
り

に
く
く
、
機
能
し
て
い
な
い

と
考
え
る
。
実
績
値
は
公
表

さ
れ
て
い
る
が
、
上
下
方
修

正
を
含
め
て
分
か
り
や
す
い

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
情
報
の

視
覚
的
表
示
）へ
の
改
善
を
。

答　

町
幹
部
職
員
で
構
成
す

る
「
播
磨
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進

本
部
」、
外
部
委
員
を
交
え

た
「
播
磨
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
推
進

会
議
」で
検
証
し
て
い
る
が
、

今
後
は
上
下
方
修
正
も
実
施

す
る
。ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
は
、

令
和
５
年
度
中
に
分
か
り
や

す
い
も
の
へ
修
正
す
る
。

問　

令
和
５
年
４
月
に
、
入

札
に
関
す
る
「
播
磨
町
町
内

業
者
優
先
発
注
等
に
係
る
実

施
方
針
」が
公
表
さ
れ
た
が
、

工
事
に
お
い
て
変
動
型
最
低

制
限
価
格
制
度
の
見
直
し
や

工
事
成
績
採
点
表
を
反
映

し
、
町
内
事
業
者
と
意
見
交

換
会
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

工
事
成
績
採
点
表
や
災

害
時
の
応
援
協
定
な
ど
の
地

域
要
件
を
含
め
た
総
合
評
価

方
式
の
内
容
を
令
和
５
年
度

内
に
公
表
す
る
。
ま
た
、
入

札
制
度
の
変
更
点
の
説
明
と

現
行
制
度
の
更
な
る
改
善
に

向
け
て
説
明
会
を
実
施
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼�

地
元
就
職
促
進
及
び

　
U
タ
ー
ン
就
職
応
援
を

▲総合計画達成には毎年の継続的改善が重要

播磨町民の会

板
いた

谷
や

  良
りょう

祐
すけ

数値結果を分かりやすく公表する

PDCAサイクルの実効性強化を

町
長

令
和
５
年
度
中
に

制
度
内
容
を
公
表

入
札
総
合
評
価
方
式
導
入
を

入
札
総
合
評
価
方
式
導
入
を

町
長

支
援
体
制
の

拡
充
を
図
る

認
知
症
の
人
や
家
族
の
支
援
を

認
知
症
の
人
や
家
族
の
支
援
を

町
長

導
入
す
る
方
向
で

検
討
す
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
の
導
入
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
通
報
の
導
入
を

計画改善

実行評価
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　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　詳しい内容は播磨町議会ホームページの委員会
報告書をご覧ください。

厚
生
教
育

厚
生
教
育

総
務
建
設

総
務
建
設

■
５
月

■
５
月
3131
日
協
議
会
開
催

日
協
議
会
開
催

　
播
磨
町
が
実
施
す
る
学
校

給
食
に
お
け
る
給
食
用
物
資

の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
基

金
を
設
置
す
る
。
令
和
５
年

度
よ
り
学
校
給
食
費
の
公
会

計
化
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
学
校
給
食
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法

に
基
づ
き
食
材
料
費
を
学
校

給
食
費
と
し
て
保
護
者
な
ど

の
負
担
と
し
て
い
る
。
給
食

物
資
（
食
材
料
）
の
調
達
に

際
し
て
、
天
候
不
順
の
影
響

や
社
会
情
勢
の
影
響
な
ど
に

よ
る
価
格
の
高
騰
に
よ
り
学

校
給
食
費
に
不
足
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
場
合
に
必
要
な
食
材
料
を

調
達
し
、
学
校
給
食
の
安
定

的
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

基
金
を
活
用
す
る
。

　
令
和
５
年
度
は
、
こ
れ
ま

で
学
校
給
食
費
を
管
理
し
て

き
た
播
磨
町
学
校
給
食
会
が

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同

会
が
保
有
す
る
剰
余
金
を
寄

付
採
納
し
、
基
金
を
積
み
立

て
る
。令
和
６
年
度
以
降
は
、

徴
収
し
た
学
校
給
食
費
収
入

額
が
食
材
料
費
支
出
額
を
上

回
っ
た
場
合
に
そ
の
差
額
を

基
金
に
積
み
立
て
、
食
材
料

費
の
高
騰
に
よ
り
学
校
給
食

費
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
は

基
金
を
取
り
崩
し
食
材
料
費

に
充
当
す
る
。

　
な
お
、
給
食
費
に
つ
い
て

は
基
金
の
残
高
も
含
め
そ
の

金
額
の
妥
当
性
を
検
証
し
、

定
期
的
に
見
直
し
を
行
う
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

給
食
費
に
つ
い
て
、
何

年
後
の
見
直
し
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

答　

３
年
を
め
ど
に
定
期
的

に
見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

問　

学
校
給
食
審
議
会
は
、

ど
の
よ
う
な
構
成
員
に
な
る

の
か
。

答　

学
識
経
験
者
、
小
・
中

学
校
長
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
栄
養
教
諭
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
５
月

■
５
月
3131
日
委
員
会
開
催

日
委
員
会
開
催

土
山
駅
北
地
区
の

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
21
年
12
月
の
土
山
駅

北
地
区
ま
ち
づ
く
り
方
策
検

討
業
務
報
告
書
に
提
示
し
て

い
る
事
業
手
法
は
白
紙
撤
回

し
、
改
め
て
地
域
と
行
政
の

信
頼
回
復
を
図
り
検
討
を
進

め
る
。
特
に
透
明
性
を
重
視

し
、
地
権
者
を
含
む
地
域
住

民
に
広
く
参
画
い
た
だ
け
る

機
会
を
確
保
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

土
山
駅
北
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
最
終
計
画
の
目
標

は
、
具
体
的
に
定
め
て
い
る

の
か
。

答　

令
和
５
年
度
に
ま
ち
づ

く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と

め
、
令
和
６
年
度
に
基
本
構

想
を
ま
と
め
る
。
そ
の
後
の

事
業
化
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未

定
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
は

長
期
に
わ
た
る
も
の
と
な
り
、

早
く
と
も
令
和
10
年
頃
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

安
定
的
な
学
校
給
食
の
運
営
は

開
発
進
む
か�

土
山
駅
北
地
区

▲委員会報告書
はこちら

▲みんなで食べる　おいしい給食

▲駅舎からのぞむ土山駅北地区
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■
５
月

■
５
月
3131
日
協
議
会
開
催

日
協
議
会
開
催

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利

用
の
検
討

　
播
磨
臨
海
地
域
道
路
の
整

備
が
今
後
進
展
す
る
こ
と
に

伴
い
、
町
西
側
に
位
置
す
る

市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利

用
の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

近
隣
の
環
境
に
も
配
慮
し
つ

つ
、
需
要
調
査
を
行
い
、
実

現
性
の
高
い
も
の
と
な
る
よ

う
進
め
る
。
こ
の
需
要
調
査

は
町
東
側
に
位
置
す
る
市
街

化
調
整
区
域
に
つ
い
て
も
併

せ
て
行
う
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

需
要
調
査
の
手
法
、
段

取
り
は
。

答　

対
象
エ
リ
ア
の
現
況
や

課
題
、
下
水
道
関
係
も
含
め

て
整
理
し
、
土
地
利
用
の
構

想
を
検
討
す
る
。
需
要
調
査

を
実
施
す
る
方
が
実
現
性
の

高
い
検
討
結
果
に
な
る
と
考

え
た
。

緑
の
拠
点
施
設
の
方
針

　
緑
の
拠
点
施
設
は
、
新
設

せ
ず
に
、
既
存
施
設
の
石
ヶ

池
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

公
園
管
理
棟
に
お
い
て
運
用

す
る
。
空
き
空
間
を
活
用
す

る
こ
と
で
相
談
会
や
講
習
会

な
ど
の
実
施
が
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
予
定
し

て
い
た
播
磨
町
臨
海
管
理
セ

ン
タ
ー
の
事
務
所
移
転
は
行

わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
緑
化
基
金
は
、
緑
の
拠
点

施
設
で
実
施
す
る
緑
化
推
進

事
業
や
緑
化
保
全
事
業
の
財

源
に
充
て
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　

臨
海
管
理
セ
ン
タ
ー
か

ら
３
億
円
ほ
ど
寄
付
い
た
だ

い
て
緑
化
基
金
と
し
、
臨
海

管
理
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
を

移
転
す
る
と
な
っ
て
い
た
が
。

答　

石
ヶ
池
公
園
パ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
転
も
検
討
し

た
が
、
車
両
の
保
管
ス
ペ
ー

ス
や
車
両
の
通
行
に
懸
念
が

あ
る
こ
と
か
ら
移
転
は
し
な

い
と
判
断
し
た
。

都
市
公
園
維
持
管
理
事
業

（
委
託
料
）
の
増
額

　
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画

改
定
に
伴
う
委
託
料
は
、
令

和
５
年
度
当
初
予
算
で

２
４
０
０
万
円
を
措
置
し
て

い
た
が
、
業
務
発
注
の
準
備

を
進
め
る
中
で
予
算
が
不
足

す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
予
算
額
の
算
出
に
お
い
て
、

経
費
種
別
を
調
査
・
計
画
と

し
て
積
算
し
て
い
た
が
、
正

し
く
は
設
計
業
務
で
あ
り
、

再
積
算
し
た
と
こ
ろ
１
２
０ 

０
万
円
の
不
足
が
生
じ
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
経
費
種
別
の
違
い
だ
け

で
予
算
額
に
１
．
５
倍
の
差

が
出
て
い
る
が
、
内
容
は
。

答　

調
査
・
計
画
業
務
は
、

与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
作

図
し
て
考
え
方
を
整
理
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し

て
設
計
業
務
は
、
現
地
の
状

況
を
確
認
し
て
作
図
す
る
た

め
、
人
件
費
な
ど
の
高
騰
も

一
因
で
あ
る
。

契
約
事
務
の
変
更

　
令
和
４
年
11
月
に
商
工
会

を
通
じ
て
建
設
業
者
に
入
札

制
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

建
設
業
者
の
入
札
や
契
約
制

度
に
対
す
る
要
望
を
把
握

し
、
変
更
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
条
件
を
満

た
す
場
合
に
限
り
、
現
場
代

理
人
及
び
主
任
技
術
者
の
兼

務
を
２
件
ま
で
認
め
る
こ
と

な
ど
を
規
定
し
た
。
ま
た
、

設
計
図
書
な
ど
の
入
手
方
法

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
方

式
に
変
更
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
町
内
事
業
者
や
個
人
事

業
主
が
参
入
し
や
す
く
な
る

と
思
う
が
、
品
質
面
な
ど
の

対
策
は
。

答　

町
内
事
業
者
は
ラ
ン
ク

に
応
じ
て
の
入
札
参
加
と
な

り
、
個
人
事
業
主
が
自
由
に

参
加
で
き
る
制
度
で
は
な
い
。

町
域
が
狭
い
の
で
２
か
所
の

現
場
を
管
理
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
り
、
品
質
面
は
確
保

で
き
る
と
考
え
る
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設
置

　
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
Ｊ

Ｒ
土
山
駅
南
側
の
商
業
施
設

前
に
設
置
し
た
。
ピ
ア
ノ
と

設
置
用
ス
テ
ー
ジ
は
寄
附
い

た
だ
い
た
。
使
用
上
の
注
意

を
わ
か
り
や
す
く
記
載
し
、

ピ
ア
ノ
の
周
辺
に
掲
示
す

る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
設
置
場
所
で
催
し
物
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
場

合
、
ス
テ
ー
ジ
で
つ
ま
ず
い

た
り
し
な
い
よ
う
注
意
す
る

方
が
良
い
の
で
は
。

答　

定
期
的
に
催
し
が
あ
る

た
め
、
そ
の
時
期
は
基
本
的

に
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
す

る
。
つ
ま
ず
く
危
険
性
も
あ

る
た
め
、
ポ
ー
ル
な
ど
で
注

意
喚
起
を
す
る
。

▲石ヶ池公園パークセンターを緑化啓発に有効活用

▲ BiVi 土山に設置のストリートピアノ
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▲イメージキャラクター賞を受賞　「くす神（くすしん）」

▲播磨南中学校体育大会　力いっぱい応援合戦

　

色
彩
あ
ふ
れ
る
紅
葉
の
美

し
さ
に
、
心
弾
む
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
灯
火
親
し
む
秋

の
夜
長
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
広
報
公
聴
常
任
委
員

会
で
は
、
書
き
手
と
し
て
の

研
修
や
、
代
々
受
け
継
が
れ

て
き
ま
し
た
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
紙
面
を
踏と

う
し
ゅ
う襲
し
て
い

ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
た
内
容
で
読
み

手
の
視
点
を
大
切
に
し
た
ア

プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
読
み
手
の
視
点
を
取
り

入
れ
た
紙
面
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
住
民
の
皆
様

の
声
を
聴
く
こ
と
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
。
広
報
と
公
聴

を
、
一
方
向
で
は
な
く
双
方

向
で
の
取
組
と
し
て
確
立
し
、

議
会
が
皆
様
に
と
っ
て
、
身

近
で
親
し
み
や
す
い
存
在
と

な
り
ま
す
こ
と
を
目
指
し
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
広
報
紙
」

を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

忌
憚
な
く
ご
指
摘
や
ご
意

見
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
で
す
。 

（
宮
宅
）

Photo M
em

ory
フ
ォ
ト
メ
モ
リ
ー

　

と
つ
ぜ
ん
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
播

磨
町
の
良
い
所
は
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す

か
？　

わ
た
し
は
笑
顔
が
多
く
人
と
の

交
流
が
多
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
人
々
が
交
流
で
き
る
場
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
だ
れ
も
が
自
分
の

居
場
所
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
た
と
え
ば

大
中
遺
跡
で
は
、
学
ぶ
こ
と
も
遊
ぶ
こ

と
も
、
の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
も
可
能

で
す
。
私
は
特
に
、
本
な
ど
を
読
む
こ

と
が
好
き
で
す
。
た
く
さ
ん
歴
史
な
ど

の
本
が
置
い
て
あ
る
所
が
あ
り
、
マ
ン
ガ

で
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
て
い

る
本
も
あ
っ
て
、
楽
し
く
勉
強
が
で
き

ま
す
。

　

そ
し
て
播
磨
町
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
祭

り
が
多
く
、
そ
こ
で
友
達
や
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

祭
り
で
は
ダ
ン
ス
の
練
習
の
成
果
を
み

ん
な
に
見
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
わ
い
わ
い
す
る
の

も
楽
し
い
で
す
。

　

そ
ん
な
ふ
う
に
、
人
々
の
交
流
が
さ

か
ん
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
播
磨
町
が
私
は

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
播
磨
町
が
続

い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

蓮池小学校６年
西
にし

山
やま

  維
い

予
よ

里
り

さん

の作品です

表紙の題字は私が書きました

～ ス テ キ な 出 会 い が あ り ま し た ～

季節の花言葉
金木犀（きんもくせい）

金木犀の花言葉は「謙虚」です。
　秋になるとオレンジ色の花を咲かせて、

甘い香りを漂わせています。
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ホームページアドレス 
https://www.town.harima.lg.jp/chosejoho/gikai

Ｅ
メ
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ド
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ス

 
gikai@

town.harima.lg.jp

み
ん
な
の
過
ご
し
や
す
い

播
磨
町
に

12月定例会のご案内

【12月定例会の日程】
▶日　時　12 月 5 日（火）・12 日（火）・13 日（水）いずれも午前 10 時から
　　　　　12 日、13 日は一般質問の予定ですが、一般質問者数などによって変更になる場合があります。
▶場　所　第１庁舎３階　議場　　＊車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。
▶請願・陳情の締め切り　12 月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは 11 月 27 日（月）午後 5 時までです。
　＊当日は、インターネットで本会議の生中継を行います。過去の映像は常時放映中です。
　　町議会のホームページから「議会中継」を選びクリックしてください。
▶問い合わせ　議会事務局　℡ ０７９‐４３５‐２３８７

町議会は、まちの予算や身近な問題について話し合う大切な場です。次回定例会の予定をお知らせします。


